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少子化対策	 理事長　飯山 幸雄
6 月 3日の朝日新聞一面に「出生  最少 77 万人　昨年  出生率も最低 1.26」との見

出しで、「2022 年に生まれた日本人のこども（出生数）は 77万 747 人で、統計を始め
た1899 年以降で最少となり、初めて80万人台を割り込んだ。」との記事が載りました。
昨年の出生数が 80 万人を割り込むことは昨年のうちから見通され、岸田首相は 

1 月 4 日の年頭の記者会見で「異次元の少子化対策に挑戦」「子育て支援強化に全力
で取り組む」と述べ、少子化対策を政策の目玉とすることを表明しました。その後、4月に「こども基
本法（昨年 6月成立）」の施行とともに「こどもまんなか」をスローガンに「こども家庭庁」が発足し、「こ
ども政策を総合的に推進するため、政府全体のこども施策の基本的な方針を定める『こども大綱』を策
定する」（年内をめど）こととなっています。
「異次元の少子化対策」については、全世代型社会保障構築本部の下で、内閣総理大臣を議長とする「こ
ども未来戦略会議」が4月7日に設置され、本稿記述の6月9日時点までに5回の会議が行われています。
6月 1日の第 5回会議で「こども未来戦略方針案」が公表されましたが、その案では、3つの基本理念
―①若い世代の所得を増やす②社会全体の構造・意識を変える③全てのこども・子育て世帯を切れ目な
く支援する―が掲げられ、加速化プランとして児童手当の拡充、出産等の経済的負担の軽減、医療費や
高等教育の負担軽減、幼児教育・保育の質の向上～ 75 年振りの配置基準改善と更なる処遇改善～、全
ての子育て家庭を対象とした保育の拡充～「こども誰でも通園制度（仮称）」の創設～、多様な支援ニー
ズへの対応等々が具体的な施策として示され、来年度から 3か年間の集中期間に実施する加速化プラ
ンの予算規模については、3兆 5千億円規模となりました。しかし、その財源については社会保険料に
上乗せする「支援金制度案」、既定予算の活用や社会保障の歳出削減などが議論されていますが、具体
的な内容については年末の予算編成過程まで持ち越される模様となっているようです。
さて、少子化対策のメニューがそろい実現のための制度・施策が実現したとして、3年で効果が出る

でしょうか。問題は先述の理念の中の「②社会全体の構造・意識を変える」ことができるかどうかにあ
ると考えられます。こどもを育てることが楽しい、育ったこども達が作っていく社会が明るく希望に満
ちたものになることが見通せるようでなければ、少子化は止まらないのではないでしょうか。
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退 任 挨 拶
前常務理事　中

なか

島
じま

  昭
あきら

6月 30日開催の評議員会で、常
務理事を退任いたしました。2010
年 4月 1日にニューフジホーム園
長として同援に採用され、2012年
4 月に総務部長、2016 年 5 月 30

日からは常務理事として都合13年 3か月お世話に
なりました。振り返ればあっという間に過ぎてし
まったという感がありますが、飯山理事長をはじめ、
多くの役職員の皆様に支えていただき退任を迎え
ることができました。ありがとうございました。
65歳で去っていく仲間たちに申し訳ないと思いな

がら、73歳までも充実した仕事をさせていただきま
した。もっとも、最近では決裁時に早とちりが目立
ちご迷惑をおかけしており、役に立っているのは、
毎朝の本部の鍵開けだけのようになっていますが。

いくつかの思い出話で、ご挨拶とさせていただ
きます。
確か 2009 年の 12 月頃だったと思いますが、

青梅にあった私の勤務先に菅原前常務が突然やっ
てこられて、同援での仕事を勧められました。そ
の頃は再任用がほぼ決まっていたのですが、なぜ
か再任用を断り、同援に来てしまいました。最近
聞いたのですが、妻は続くのかなと不安だったよ
うです。縁というのは不思議なものだと思います。
2010 年 3 月に昭島病院で採用時健康診断を受

け、その足でニューフジホームへ行きました。玄
関の前に来て、ちょっと「複雑な思い」になった
ことを鮮明に覚えています。でも、ニューフジホー
ムでの２年間が一番印象に残っています。特に強
烈だったのが、東日本大震災です。2011 年 3 月

10 日午後、職員会議で、1年経ったのでちょっ
とかっこいいことを言おうと思って準備していた
のですが、大震災の揺れに襲われ、そのまま自家
発電で明るい昭島病院を眺めながら、計画停電の
嵐の中に放り込まれてしまいましたから。
常務になって一番の思い出は「決断」です。なり

たての頃に、低金利対策として社債の一種である劣
後債の購入に踏み切った時です。信用組合の管理
監督の仕事をした経験から、劣後債のリスクは知っ
ていましたので、さんざん悩みました。しかし、法
人の資産を有効に活用するためにはやむを得ないと
決断しました。その後、劣後債は大きな問題はなく
運用されていますが、クレディスイスの破綻時には、
改めて責任の重さを感じました。もっとも、「決断」
は、その後はなかったような気もしますが。

さて同援は、利用者に寄り添った支援ができる
素晴らしい職員がそろっていると実感していま
す。これは、今まで諸先輩が培ってきた風土の賜
物だと思います。なぜかといえば、私の娘が一昨
年の８月からグループホームで支援を受けていま
すので、職員の方々の有難さやご苦労は、改めて
実感として感じているからです。
今後、法人を取り巻く環境は刻々と変化し、い

ろいろな困難があろうかと思います。しかし、職員
の皆さんなら必ず打開していけると信じています。

前の職場で退職辞令をもらった翌日からニュー
フジホームに出勤し、ゆっくり休むこともありま
せんでした。これからも、老夫婦がタッグを組ん
で障害者支援に取り組んでいかなければなりませ
んが、少しは自由な時間を楽しみたいと思ってい
ます。長い間ありがとうございました。

前理事　菅
すが

原
わら

  眞
まさ

廣
ひろ

平成 29 年 6月から6年間理事
を務めさせていただきました。後半
の３年間は、新型コロナ感染症の
蔓延によって、理事会出席もオン
ライン参加を余儀なくされました。

そのため、理事の皆様や、職員の皆様との対面での
議論ができず、大変残念な思いをしておりました。
この間、コロナ禍の法人運営にあたって、職員

の皆様は大変なご苦労をなさったことでしょう。
やっとコロナも収まり、法人の運営も日常に戻りつ
つあると思います。これからもう一段ギアを上げて
福祉事業に邁進していただきたいと願います。

さて、平成 18 年に当時の牧野理事長から声を
かけられ、当法人に勤務することになってから
17 年余りが経ちました。様々な思いが去来しま
すが、多々ある社会福祉法人の中で、日本を代表

する法人の東京都同胞援護会の運営に携わること
ができたのが一番の誇りです。
7年前に常務理事を退任し、同援の資料室を作

るべく、戦前戦後からの同援の歴史資料を調べた
ことによって、あらためて当法人の歴史の重みや
先輩方の努力の跡を認識することができました。
これからも日本の社会福祉の歴史に、当法人の足
跡を残していっていただけたらと思います。

人口減少が現実のものとなっている現在、福祉
事業にとって「人材確保」が最大の課題だと思い
ます。私も後期高齢者になり、近い将来の介護ニー
ズは必然だと思っています。社会福祉に携わる皆さ
んが知恵を絞って、福祉人材の確保に努めていた
だきたいと思います。当法人もこの課題に応え、多
くの優秀な人材を確保できるよう願っております。
最後になりますが、東京都同胞援護会のますま

すのご発展と職員の皆様のご活躍をお祈りいたし
ます。長い間本当にありがとうございました。
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就 任 挨 拶
立川福祉作業所  　　　 

施設長　本
ほん

間
ま

  仁
まさし

4 月より立川福祉作業所の所
長に着任しました。
就任のお話を頂いた時は、果

たして私に務まるかという不安と、これまでとは
違う立場で施設運営に携わることへの重責に身が
引き締まる思いでした。
さて私は、平成 11 年にさやま園に入職しまし

た。平成 29 年より東村山生活実習所での勤務を
経て、当施設の着任に至ります。
入職してからこの間、大きく制度が変わり、福

祉を取り巻く環境や福祉観が大きく変化しまし
た。しかし、いつの時代でも利用者の方の最善の

昭和郷高齢者複合施設  　 

施設長　坂
さか

庭
にわ

  弘
ひろ

行
ゆき

令和５年４月１日より、昭和
郷高齢者複合施設所長に就任い
たしました。

私は、平成９年に総合調理場に入職し、その後
ニューフジホーム、ひかり苑を経て、当施設に就
任しました。
入所施設から初めて在宅サービス施設への異

動ですので、不安や戸惑うことばかりではあり
ますが、まわりの職員に助けてもらいながら、
なんとかゆっくりではありますが前に進んでい 
ます。
在宅介護では、核家族化が進んだことにより、

昭島荘　　　　　　　　　 

前施設長　鎌
かま

田
た

  弘
ひろ

道
みち

「あれから40年間、そしてこれか
ら何年？」
知的障害者通所施設・高齢者デ

イサービス・特別養護老人ホーム・母子生活支援
施設・救護施設と約 40 年間、一般職員から管理
職に渡り東京都同胞援護会でお世話になりました
が、入職当時はここまで長く働き、ましてや管理
職になるとは、想像もしておらず予想外の人生を
送ってきたと思っています。
「福祉業界の常識は一般社会の非常識」「一般社

会の常識は福祉業界の非常識」と相反する思いの
中、利用者・職員・関係機関など、様々な価値を
有する皆様との出会いを通して、人としての在り
方を学びました。
最初と最後の施設は障害者関係ですが、昭島荘

の誕生会の際、「いつでも元気で長生きしてくだ
さい」と、言葉をかけた利用者の方が「人生で一
番嬉しかった」と感謝のお手紙をいただき、また
退職の際にも、ねぎらいのお手紙をいただいたこ
とは、今でもとてもありがたく感激しています。
皆様と出会えた感謝と新しい出会いを求め、残

された人生を有意義に過ごしていきたいと思い 
ます。

利益を追求することに変わりはなく、また我々職
員の責務であると考えています。施設運営にあ
たっては、利用者一人ひとりの思いに寄り添い、
それを職員と一緒に考えることを大事にしたいと
考えます。当施設を利用して良かったと思ってい
ただけるよう、より良い施設サービスを提供して
参りたいと考えています。
そのためには、まず職員が元気に笑顔であるこ

とが大事であると考えます。また仕事に誇りとや
りがいを感じることも必要不可欠です。
施設運営にあたっては、職員を大切に、また

働きやすい職場づくりに取り組んでまいる所存 
です。
今後ともご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしく

お願いいたします。

以前は家族複数人で負担を分けていた介護が一人
にのしかかり介護離職や老々介護などの様々な問
題が生まれ、地域から必要とされるサービスも多
様化しています。
要介護状態となっても、人生最期まで住み慣れ

た地域で必要な介護サービスを受け、365 日 24
時間安心して自分らしい暮らしができるような施
設を、職員と共に目指してまいります。
それには、地域住民へのサービスの普及活動と

在宅介護を担う人材の育成（介護職員の資質の向
上と定着促進、魅力ある職場づくり）が不可欠で
あり、継続して進めてまいりたいと思います。
ご利用者が笑って過ごせるよう、職員が笑って働

けるよう、私の使命として取り組んでいく所存です。
今後ともご指導よろしくお願いいたします。
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はじめに
昨年度、資生堂子ども財団が主催する『資生堂

児童福祉海外研修』の団員として、オーストラリ
アのニューサウスウェールズ州を訪問し、現地の
児童福祉事情を視察し学ぶという機会を得まし
た。折しも、こども家庭庁の発足を翌年に控えた
タイミング、またコロナ禍の影響が依然残る中で
の海外研修であり、渡航前後も様々な準備や心配
事に見舞われましたが、幸いなことに無事すべて
の行程を終えることができました。渡航期間は
11 月 19 日から 26 日、研修団メンバーは団長お
よび特別講師を含め計 10 名でした。
現地では、児童保護を管轄する行政機関をは

じめとして、子どもや家庭を支援するため各々に
特色ある活動を第一線で行なっている機関11か
所を視察訪問しました。それぞれの歩んできた
歴史やそれによって獲得してきた強み、また活動
内容などを、当地のスタッフから直接聞くことが
でき、どの機関も非常に興味深く拝見しました。 
オーストラリアにおける児童福祉分野の歴史を踏ま
えつつ、児童保護施策として里親委託を中心に据
えるに至った経緯、それにより生じている現在の課
題、そしてそれらを改善したり予防したりするため
の手法としてどのような取り組みがなされているの
か、そうしたことを網羅的に学ぶことができました。
加えて、当事者を中心とした支援体系の構築を

目指す『サインズ・オブ・セーフティ』開発者によ
るオンライン講話、さらには事前・事後研修や研
修報告書の執筆、こども家庭庁の方に向けての研
修報告会の実施も含めて、大変に鍛えられる経験

となりました。す
べての視察先に
ついて詳しくご紹
介することは紙面
の都合上難しいた
め、仔細は資生堂
子ども財団の公式
ホームページに掲
載されている研修
報告書（※末尾に
URL記載）をご覧く
ださい。ここでは、
研修参加を通して
私が印象的に感じ
たことの中から、二点ほどご紹介したく思います。

多様性を尊重する姿勢と努力
まず一点目は、多様性に開かれていること、様々

な『当たり前』が存在していることを大切に考えて
いることです。オーストラリアは、例えば人種や言
葉、宗教といった要素だけを挙げても、日本に比
べて実に多様な人々が暮らす国であり、多くの価
値観がひしめいています。そのような場所におい
て、集団としてある程度のまとまりをつけながら共
存していくためには、違いを認めながら相手のあり
方を尊重することが、平和的に生きるために必要
とされます。そのような価値観は、オーストラリア
の歴史的経緯（イギリスからの児童移民施策や先
住民迫害、また施設における児童性虐待問題といっ
た権利侵害）に内包される激しい痛みを通して学
び得たものでもありました。現在のオーストラリ

2022 年度　第 47 回資生堂児童福祉海外研修報告
オーストラリア（ニューサウスウェールズ州シドニー）研修に
参加して

先住民への謝罪表明 アボリジナルアート体験

街のあちこちに咲いていた
ジャカランダの花

サンライズ万世  心理療法担当職員　杉
すぎ

山
やま

  亜
あ

佳
か

音
ね
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アでは、書店の一角に多様な家族のあり方への理
解を自然と育むような絵本が置かれたコーナーが
あったり、児童福祉分野のサービスは人々の多様
性を前提として構成され非常にバリエーションに
富んだ展開となっていたりします。多様性を貴ぶ
という価値観が社会の人々、また社会システムの
あり方に浸透していると感じられ、しかもそれらは
最新の専門的知見などを織り込みながら絶えず進
化を続けているものでもありました。多様性の尊
重を実際に体現していくプロセスの難しさについて
は、多くの方が頷かれるところかと思います。オー
ストラリアにおいても、今もなお分断に苦しみ、怒
り悲しんでいる人達がいることも事実です。しかし
視察先で出会った方々は、諦めずに対話を続ける
ことで、無限の『当たり前』を認め尊重しようとし
ていました。その努力を目の当たりにし、強く心を
動かされました。また、福祉サービスに対して明
確かつ厳格な評価基準とチェック体制が設けられ
ていることや、当事者の声の吸い上げが法律によっ
て制度化されていることも、多様性の尊重と同じく、
人権尊重を実現するために重要な要素であるとい
うことも、改めて学びました。

アイデンティティの根幹を支える
帰属意識・所属意識
二点目は、帰属意

識や所属意識という
ものが人間のアイデ
ンティティ形成に
とっていかに大切な
ものであるか、とい
うことです。ある視
察先で、自らの家族
やコミュニティ、土
地から離れて長年
生きることを余儀な
くされている先住民
の長老の語りを聴か
せていただくことが

出来ました。離れて暮らす家族への思いを語る声
色や表情、迫力に、通訳の方の言葉を聞くより先
に熱いものが胸にこみ上げ、たまらない気持ちに
なりました。人が自分の存在を肯定しながら生き
ていくためには、自分が帰属感を持てる安全な
場があること、居場所とも言い換えられるかもし
れませんが、そういった対象がなければなりま
せん。それを奪われることへの悲しみや苦しみ
を、痛切に感じた体験でした。またオーストラリ
アで家庭外ケアを受けている子ども達は、様々な
事情から支援者や支援場所が転々としがちで、そ
れにより自らのアイデンティティ形成が困難に
なるという同様の課題が、現在も存在していま
す。そうした子ども達に対して、自分の人生には
繋がりや一貫性があるのだと体験してもらえる
ような支援が、積極的に行われるようになって 
いました。

おわりに
今回の研修は海外の児童福祉事情について学ぶ

という趣旨でしたが、同時に、対人支援一般に必
要とされる普遍的な価値観に改めて触れる経験と
もなりました。そして団員の皆様や先生方、資生
堂子ども財団の方々との出会いもまた、私にとっ
て大変幸せなことでした。一連の体験から得られ
たことを糧に、これまでの仕事を改めて内省しな
がら、これからの支援のあり方を探求し続けてい
きたいと思います。最後に、いつも苦楽を共にし
ているサンライズ万世の職員の皆様、また法人職
員の皆様へ、研修へ快く送り出していただいたこ
とに心から感謝を申し上げます。

・�公益財団法人資生堂子ども財団　第 47 回（2022 年度）
資生堂児童福祉海外研修報告書

　�https://www.shiseido-zaidan.or.jp/data/media/
posts/202304/ 第 47 回資生堂児童福祉海外研修報告
書N- 圧縮 .pdf

子どもの心理治療で使う遊具の一部

保育所内の見学
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シン・昭島荘
新施設長、新副施設長、新介護主任の新体制

となり、「楽しい施設」をモットーとし、新年度
がスタートしました。利用者からの強い希望も
あり、6月7日に久しぶりの行事として園庭で「縁
日」を実施、コロナウイルス感染症対策を徹底
した中での開催でした。3 年ぶりの行事という
事もあり、約９割の利用者が参加しました。盆
踊りの曲を BGM にヨーヨー釣り、金魚すくい、
スーパーボール、魚釣り、ボウリング。利用者
の一番のお楽しみはプリンを食べることだった
ようです。久しぶりの行事に皆さんとても楽し

すくすく　げんきに　おおきくな～れ
毎年 3 月にハッピーロード大山商店街から

5 ｍ位の白い無地の製作用こいのぼりが配布さ
れます。今年は、子ども達の手形をうろこに
見立てて「オリジナルこいのぼり」を完成させ
ました。ハッピーロードのアーケードには、周
囲の保育園のこいのぼりが沢山泳いでいて、大
山保育園のこいのぼりは大山駅のすぐ近くに飾
られ、温かい表情で通る人に「いってらっしゃ
い」「おかえりなさい」と言っているかのよう 
でした。
「端午の節句」に因んで 5 月 2 日に菖蒲を入
れた足湯を保育園の玄関ポーチに開店しました。 
０．１．２歳児は、おそるおそる足をタライにつけ
ている子もいましたが、ぬるま湯だと感じると気
持ち良さそうにしていました。また、３．４．５歳
児は、散歩から帰ってきて
準備されている足湯を見つ
けるとワクワクした表情
で「これ何の葉っぱ？サラ
ダ ?」「いいにおいがする」
と言って興味を示していま
した。菖蒲の花を見せなが
ら葉の名前を知らせて、健
やかな成長を祈願する意味
を伝えたり、「頭に巻いた
ら頭が良くなると言われて

昭島荘

大山保育園 主任保育士　有
あり

馬
ま

  麻
ま

耶
や

主任生活指導員　村
むら

山
やま

  公
こう

児
じ

いるよ」「足に巻いたら足が速くなるかな」と葉
を体に当てながらおまじないをして嬉しそうに友
達と足を並べて浸かっていました。そして、5歳
児（ゆり組）の女児たちが「今度はゆりのお花で
足湯したいな」と自分のクラスの花の名前を上げ
て想像を膨らましているのも面白かったです。次
の日は、保護者の方から「なかなか家ではできな
い体験をありがとうございました。」と言葉を頂
きました。
これからも、四季を感じさせる日本古来の年中

行事を大切にし、由来や意味を一つひとつ分かり
やすく伝える役割が保育園であることを改めて実
感しました。また、実体験を通して心を動かした
り子どもの発想を大切にしながら、子どもも大人
も一緒に楽しめるような保育園を目指していき 
ます。

輝ける未来に向けて
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TURNの紹介と現在の活動～風の通り道～
「TURN」とは、障害の有無、世代、性、国籍、
住環境などの背景や習慣の違いを超えた多様な
人々の出会いによる相互作用を、表現として生み出
すアートプロジェクト（東京都の文化事業）の総称
です。小茂根福祉園は、2015年の初年度より交流
プログラムに参加し、2017年からは「TURN  LAND」
として園が主体となり参加しています。
さて、今回の活動は「風の通り道」です。初め

てのアーティストを数人迎え、利用者さんとの新
しい出会いが繰り広げられています。カラフルな
紙、硬い紙など様々な素材を使い、組み立てた木
材に自由に付けます。こうして各々が居心地のい
い空間を作っていくのです。黙々と紙を裂く利用
者さん、その横で一緒に紙を裂くアーティスト。
言葉はなくとも、紙の裂く感覚や音を一緒に体験
しながら、自然と打ち解けていきました。それが

利用者さんにとって居心地の良い空間へと変わ
り、いつの間にか満面の笑みに。別の利用者さん
は、アーティストとの言葉遊びに飛び跳ねて喜ん
でいました。居場所作りが完成したら各々その場
で過ごします。座って音楽を聴く人、寝転ぶ人、
好きな本を読む人…過ごし方は十人十色でした。
後日、この居場所作りの様子を舞台にして、ゲ

ストパフォーマーが上演しました。自分たちの
作った空間や時間と、実際の劇が重なる不思議な
感覚だったと思います。劇中の登場人物や物、空
間から利用者のみなさんはそれぞれが心地のいい
ものを見つけていたのではないでしょうか。
TURNによる様々な人との出会いや表現が、社

会との繋がりを広げるきっかけとなっています。そ
して何より、TURNは利用者の皆さんの笑顔溢れる
活動です。「次はいつ？」と楽しみに待つ利用者さ
んが多くいらっしゃいます。支援側にとっても「え？
こんな一面があるの？」と利用者さんの新たな面
に気づき、支援のヒントとなることがあります。
今後も大切な活動として、施設全体で取り組ん

でいきたいです。

生活支援員　馬
ば

場
ば

  葵
あおい小茂根福祉園

んでいました。職員も久しぶりの行事に準備か
ら張り切っていました。
今年度、昭島荘は「利用者、職員に優しい施設」

を目指しております。利用者や職員から
のアイディアで、きゅうりや枝豆や花等
の園芸活動が始まりました。収穫前に利
用者や職員がつまみ食いをしないように
観察もしています（笑）。
このように、昭島荘は日々変化してお

ります。小さな変化の積み重ねが大きな
変化になると思っています。ホームペー
ジをリニューアルし、様々な出来事を発

信していきます。職員がOne teamとなって利用
者が笑顔になり、職員がやりがいを持てる施設に
なるよう取り組んでいきます。

板橋区立小茂根福祉園「風の通り道」、TURN  LANDプログラム　2022 年
撮影：小野悠介、梅田彩華
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我が国の令和 5年度政府社会保障関係予算は、
対前年度比 1.7％増（6,154 億円増）の 36 兆 8,889
億円となり、一般会計歳出額 114 兆 3,812 億円
の 32.3％を占めています。岸田首相は、昨年の
出生数が 80 万人を割り込む見通しの中、「異次
元の少子化対策に挑戦する」としており、当面こ
の 4月に発足する「子ども家庭庁」に 4兆 8,104
億円を措置しています。一方で、東京都の福祉・
保健分野の歳出予算は、０１８サポート（18 歳
以下に月 5,000 円給付）や第二子の保育料無償化
の開始、出産・子育て応援事業の拡大などによ
り、コロナ対策経費を除くと対前年度比 14.5％
増（1,949 億円増）の 1兆 3,435 億円となり歳出
予算全体の 24.5%を占めています。

本会としては上記の情勢を踏まえ、中長期計画
に添って魅力ある未来をつくるための「持続的成
長」を目指した経営を行うとともに、地域に根差
した事業の着実な継続や社会貢献活動に取り組ん
でまいります。事業実施にあたりましては、引き
続き、新型コロナウイルス感染症拡大防止に努
め、利用者の安全・安心を確保するとともに、物
価高騰を見据えた予算編成をおこない利用者の立
場に立った質の高いサービスを提供いたします。
また、安定した財務基盤の強化、サービスの担い
手である人材の確保と育成を重点目標にいたし 
ます。

まず子ども関連ですが、保育事業については　
5か所の区市に展開する 10 園の保育園が、地域
社会の子育ての拠点となり育児困難家庭に対する
積極的な支援に取り組むことをはじめ、障がい児
や医療的ケア児の受入れなど、各地域の多様な
ニーズに応える保育サービスを提供してまいりま
す。保育支援系グループが目指す「子どもの持っ
ている自ら育つ力を引き出し、伸ばす保育」「子
ども一人一人の気持ちに寄り添った応答的保育」
「子どもの興味関心に合わせ、様々な実体験を通
した心を動かす保育」を実践してまいります。

また、児童女性支援系グループにおいては、施
設養護もできる限り家庭的な養育環境の形態に近
づけるという時代の流れに沿って、児童養護施設
双葉園における小規模化及び家庭的養護の推進を

物価高騰を見据えた予算編成

保育支援系グループが目指す保育

児童女性支援系グループが目指す事業

実現していくために、新規グループホーム開設に
着手します。一方、女性自立支援施設いこいの家
では、令和 6年 4 月 1 日施行の困難な問題を抱
える女性への支援に関する法律に的確に対応でき
るよう事業展開を図ってまいります。

次に、財務基盤の強化については、電気・ガス
料金の高騰と物価高に対し、業務委託の見直しな
ど具体的な経費の削減に努めるとともに、本会を
支える収益事業についても事業局による新規顧客
の開拓をはじめ、不動産賃貸事業の適正な管理や
確実な資産運用に努め、財務基盤の長期安定を
図ってまいります。

福祉人材の育成と職場環境の整備については、
高齢社会に対応した働き方改革を実現するため、
令和１０年４月より定年を６５歳とする「定年年
齢引き上げ移行に関する取扱規程」を制定すると
ともに、現行の再雇用職員の待遇を段階的に引き
上げて「同一労働同一賃金」を目指します。また
職員が職場内で互いに一人ひとりの人格を尊重し
合うことで、「心理的安全性」が高く職員自らが
成長できる職場となるように、管理職に対しても
職場環境の改善及び適切な組織マネジメントを行
うための継続的な研修を実施してまいります。

昭島病院については、MRI を始めとした医療機
器を更新し医療サービスの向上に努めます。地域
の医療需要の変化への対応として、地域包括ケア
病床増床のための病棟の再編をはじめ、本格的な
地域への訪問診療の開始や 365 日リハビリテー
ション体制の構築に取り組んでまいります。更
にはオンライン診療の実施についても検討する
など地域医療の中核的な役割を果たしてまいり 
ます。

一方、築後 40 年以上が経過し老朽化した養護
老人ホーム万世敬老園は、措置入所者の減少がと
まらず建替えのための財源確保も困難なため、事
業継続が難しくなっており、今後は抜本的な対応
を行う必要があります。このような厳しい現状の
中にあっても本年度も役職員一丸となり、利用者
の皆様や地域の方々から信頼される法人であり続
けるために精進してまいります。

財務基盤の強化

福祉人材の育成と職場環境の整備

昭島病院

２０２３　東京都同胞援護会　事業計画
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貸借対照表　2023 年 3 月 31 日現在 （単位 : 千円）

資産の部 負債の部
流動資産 4,906,471 流動負債 1,233,683
固定資産 17,032,110 固定負債 1,505,698

負債合計 2,739,381
純資産の部

基本金 983,754
国庫補助金等特別積立金 4,047,999
その他の積立金 6,161,477
次期繰越活動収支差額 8,005,970

純資産合計 19,199,200
資産合計 21,938,581 負債・純資産合計 21,938,581

事業活動計算書 （自）2022 年 4月 1日（至）2023 年 3月 31 日 （単位 : 千円）
サービス活動増減の部
サービス活動収益計 (1) 12,728,900
サービス活動費用計 (2) 12,235,497
サービス活動増減差額 (3)＝(1)ー(2) 493,403

サービス活動外増減の部
サービス活動外収益計 (4) 98,728
サービス活動外費用計 (5) 22,324
サービス活動外増減差額 (6) ＝ (4)ー(5) 76,404
経常増減差額 (7)＝(3)＋(6) 569,807

特別増減の部
特別収益計 (8) 27,673
特別費用計 (9) 29,013
特別増減差額 (10)＝(8)ー(9) △ 1,340

税引前当期活動増減差額 (11)＝(7)＋(10) 568,467
法人税、住民税及び事業税（12） 10,525
当期活動増減差額 (13)＝(11)ー(12) 557,942
繰越活動増減差額の部
前期繰越活動増減差額 (14) 7,811,278
当期末繰越活動増減差額 (15)＝(13)＋(14) 8,369,220
基本金取崩額 (16) 0
その他の積立金取崩額 (17) 11,750
その他の積立金積立額 (18) 375,000

次期繰越活動増減差額 (19)＝(15)＋(16)＋(17)ー(18) 8,005,970

資金収支計算書 （自）2022 年 4月 1日（至）2023 年 3月 31 日 （単位 : 千円）
事業活動による収支
事業活動収入計 (1) 12,829,335
事業活動支出計 (2) 11,758,329
事業活動資金収支差額 (3)＝(1)ー(2) 1,071,006

施設整備等による収支
施設整備等収入計 (4) 26,864
施設整備等支出計 (5) 316,661
施設整備等資金収支差額 (6)＝(4)ー(5) △ 289,797

その他の活動による収支
その他の活動収入計 (7) 17,162
その他の活動支出計 (8) 412,874
その他の活動資金収支差額 (9)＝(7)ー(8) △ 395,712

当期資金収支差額合計 (10)＝(3)＋(6)＋(9) 385,497
前期末支払資金残高 (11) 3,618,120
当期末支払資金残高 (10)＋(11) 4,003,617
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2022 年度は、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大防止対策に追われた年となりました。一方
で、ロシアのウクライナ侵攻により、エネルギー
や原材料の輸入価格高騰に拍車が掛かかり、食料
などの生活必需品も値上げラッシュが続きまし
た。物価高の影響緩和のため、政府はガソリン価
格の抑制や輸入小麦の価格据え置き、電気・都市
ガス料金の負担軽減策など物価高対策を講じてき
ました。2022 年度も社会情勢の変化に備えつつ、
本会を取り巻く環境変化を見極めながら中長期計
画に添って「持続的成長」を目指した経営を行っ
てまいりました。

本会は、これまで地域に根差した事業を着実に
継続してまいりましたが、昨年度から新規事業と
して取組みを始めた杉並区久我山 1丁目の「都
有地活用による地域の福祉インフラ整備事業」に
ついて、運営事業者として施設整備事業計画（グ
ループホーム併設の知的障害者通所施設）を作成
し、令和 7年 4 月開所に向けて区内関係施設並
びに保護者向け説明会を実施いたしました。また、
杉並区の「すべての家庭が希望する認可保育園に
入園できる環境を整えていく」という地域ニーズ
に応えるため、杉並区井草５丁目に本会にとって
10 か所目の認可保育所となる「同援いぐさ保育
園」をスタートさせました。

財務状況につきましては、電気ガス料金の上昇
や物価の高騰、養護老人ホームの措置入居者の減
少、新型コロナウイルス感染症の影響による介護
保険施設の稼働状況が低迷するなどのマイナス要
因もありましたが、物価高騰に対する補助金など
のプラス要因や予算管理の徹底した取組みによ
り、昭島病院をはじめ多くの事業所の収支は良好

新たな社会福祉事業への取組み

昭島病院をはじめ多くの事業所の収支は良好に推移

２０２２　東京都同胞援護会　事業報告

に推移しました。その他、集合住宅賃貸事業をは
じめとした不動産賃貸事業や印刷事業などの収益
事業は安定的に収益を確保し、本会の財務基盤の
下支えとなりました。令和４年度の事業活動増減
差額は 5億 5794 万円を計上することができまし
たが、昭島病院の高度医療機器の入替計画をはじ
め、老朽化した建物を整備し、今後も福祉ニーズ
に応え続けていくために、引き続き財務基盤の強
化に努めてまいります。

次に施設運営につきましては、新型コロナウイ
ルスが猛威を振るい、各所で事業所内クラスター
が発生し、感染の広がりによる事業継続の難しさ
を痛感する一年となりました。検査キットや防護
服などの衛生用品、介護用品や使い捨て食器など
の生活必需品が不足している施設に対して、必要
な物資を補給できるよう事業所間における協力体
制を整えるとともに、クラスター発生時の職員確
保のための応援派遣体制を構築するなど、法人職
員が一丸となり、利用者支援サービスの事業継続
に努めてまいりました。
昭島病院については、新型コロナウイルス感染

症に対する院内感染防止対策を強化しながら積極
的な紹介患者の受入れを行い、年間を通じた平均
病床稼働率は 77.8％を維持し、コロナ禍の影響
を最小限に止めることができました。

地域への取組みについては、昨年に引続き、活
動そのものが限定的とはなりましたが、感染防止
に努めながら、生活困窮家庭の子どもの学習支援
や地域見守り配食などの社会貢献活動をおこなっ
てまいりました。昭島病院においても、東京都や
保健所の要請に対応し、近隣病院等からのコロナ
陽性者、コロナ疑い患者、アフターコロナ患者の
受け入れなどを積極的に行ってまいりました。

クラスター発生時の職員確保のための応援派遣体制を構築

地域への取組み
「同援いぐさ保育園」（外観）

「昭島病院発熱外来」
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人材確保については、法人全体で新規採用職員
52 名、正規転換 10 名（計 62 名）を確保しまし
た。また、採用活動に加え、全ての保育園において、
業務負担軽減のためスマートフォン又はタブレット
（いずれも園保有の公用機器）で入力できる記録シ
ステムの導入・運用を行ったほか、保育士を完全
週休二日制とし、年間休日を120日以上とするなど、
職員の働く環境の見直しも行いました。

人材育成については、各支援系グループで 
分野別専門研修を実施したほか、施設長等 
人事考課の実施者を対象とした施設マネジメント
に関する研修を隔月で行い、「職員を大切にする」
という理念のもと、心理的安全性が高く、職員が

保育士 12名を含む新規職員を 52名採用

人材育成

有する能力を高め合える組織づくりを目指しま 
した。

さらに、本会では、高齢者の雇用の安定を図ると
いう社会情勢に対応するため、令和10年 4月から定
年年齢を65歳とすることとし、「定年年齢引き上げ
移行に関する取扱規程」を制定するとともに、それ
までの間再雇用職員と正規職員との待遇差を段階的
に解消することとしました。急速な高齢化が進行して
いる中で、本会としても事業運営の活力を維持して
いくために、働く意欲のある高齢者がその能力を十
分に発揮できるよう、高年齢者が活躍できる環境整
備を図っていくことが重要であると考えております。

施設の利用者ならびにご家族の皆様をはじめ、
関係者、地域の皆様から様々なご支援を賜りまし
たことに心より御礼申し上げます。

定年年齢引き上げ

役員 ・評議員

役　　員（任期：令和 7年６月　　　
定時評議員会の終結時まで）

理 事 長 飯山　幸雄
常務理事 横山　　宏

理　　事
品川　卓正　　小林　一己　　宮崎　牧子
西村　七重　　雜賀　　真　　上原　　淳
田代　秀之　　　　　　　　　　　　　　

監　　事 鈴木　道生　　根本　昌廣

評 議 員（任期：令和 7年６月　　　
定時評議員会の終結時まで）

五十嵐力平　　　本山美八郎
川向　良和　　　堀　　　茂
岡橋　生幸　　　飯村　史恵
田中　康道　　　吉村　晴美
細谷　訓之　　　七島　晴仁

「新任研修」（風景）

「施設長等人事考課者研修」（風景）

本会の元理事 多久島耕治氏が、去る令和５年６月１日にご逝去されました。
多久島耕治氏は、平成７年の就任から令和４年までの25年間という長きにわたり理事と

して本会の発展に尽くされました。
弁護士としてご活躍されるとともに、社会福祉法人都心会理事長を務めるかたわら、 

日本障害者リハビリテーション協会監事、東京都社会福祉事業団顧問、東京都国民健康保
険団体連合会顧問など、数多くの公職を歴任され、大きな功績を残されました。
ここに、法令順守、利用者の個人の尊厳の確保と情報公開に取り組まれてこられた 
多久島耕治氏のご冥福を心よりお祈り申し上げます。

訃
　
　
報



12

雑雑
感感

　　　　　　　◇フィデリティ投信㈱◇㈱アビッ
ク◇石川恵利香◇田實孝子◇（公

財）ＳＢＩ子ども希望財団◇（公財）生命保険ファ
イナンシャルアドバイザー協会東京協会

　　　　　　　◇横田つる代◇小淵勝◇長谷川文
江◇松井淳一◇葛西優美◇髙仲智

子◇細谷寛子◇林優子◇川井文子◇山内和子 
◇南山徳英◇大橋政照◇高宮智美◇志田原陽果 
◇日清医療食品㈱東京支店◇川口米店　川口順文
◇唐沢電気㈱　代表取締役　小林利美◇㈱橋本工

ご 寄 付

後 援 会

ご支援ありがとうございました（敬称略順不同）

務店　橋本誠一◇中村屋魚店◇㈱豊明◇㈱金祥堂
紙販売◇㈱ケイエス機材◇風間造園㈱　代表取締
役　風間修一◇㈱木の里工房木薫◇㈱昭和造園 
◇㈱安江設計研究所　代表取締役　安江知之 
◇㈲ラッコクリーンサービス　代表取締役　佐々
木憲寅◇㈲横手モータース◇㈱コスモス医工　代
表取締役  小林寿男◇㈱八洋　羽村営業所◇ヘル
シーフード㈱◇学校法人成城学校◇三峰電気㈱ 
◇長崎三丁目町会　会長　足立憲昭◇昭島サンセ
ルフ　髙野裕志◇㈲リハビリーサービス◇ヘアパ
ルおかもと　岡本廣

発行者　理事長　飯　山　幸　雄
　　　　社会福祉法人 恩賜

財団 東京都同胞援護会
　　　　東京都新宿区原町 3-8　
　　　　電話　03（3341）7161　https://www.doen.jp 令和５年７月２０日　発行

印刷所　東京都同胞援護会事業局
　　　　東京都墨田区両国 4-1-8

今年も暑さの厳しい夏になりそうな予感がします。新型コロナウイルス感染症
が流行して、世の中が大きく変化しましたが、少しずつ以前の賑わいが戻ってき
ていることが感じられます。行楽地が賑わっていたり、様々なイベントが制限な

く行われたりと楽しい時間を過ごせるようになってきました。（もちろん新型コロナウイル
ス感染症が終息したわけではないので、感染対策を行いながらではありますが…）笑顔も多
くなり、社会が元気になってきているのが感じられ嬉しくなってきます。学生の文化祭や体
育祭も開催され、学生ならではの活気と盛り上がりがあります。その様子に自分の学生時代
を思い出し、「大変だ！」「疲れた！！」と言いながらも楽しかったなあと懐かしくなりました。
人と人がコミュニケーションをとり繋がることはすべての源になると改めて感じ、これから
もっともっと人とのつながりを大切にしていきたいと思います。笑顔で過ごす時間を大切に
していきましょう！！	 （同援みどり保育園　大堀　記）

■社会福祉士
東村山生活実習所
　生活支援員　佐野　洋介
さいわい福祉センター
　生活支援員　長島　侑吾

■介護福祉士
フジホーム
　介護職員　　佐々木　元
昭和郷小規模多機能居宅介護センター
　介護職員　　金泉佐多子
　介護職員　　本間施都子
かえで
　介護職員　　豊田　里美
ゆたか苑
　介護職員　　藤波　翔太
　介護職員　　上條　智貴

　介護職員　　藤原　紀威
　介護職員　　村上　聖子
サンホーム
　介護職員　　児島　千栄
万世敬老園
　支援員　　　菅原　幸子
立川福祉作業所
　生活支援員　髙橋　晃平
さいわい福祉センター
　生活支援員　下山田彩菜

■保育士
さくらんぼ
　生活支援員　柴田　夏実

資格取得のご紹介 次の方が資格取得しました。
日頃の業務に活かし、ご活躍を期待します。

・ご利用者やご家族と寄り添える方
・新しい仕事にチャレンジしたい方
・創造力を活かして仕事をしたい方
・子ども達の成長に「喜び」や「やりがい」を
感じることができる方

1,600 名を超えるたくさんの仲間たちが
「あなた」 をお待ちしております。

見
学
は
こ
ち
ら

施設見学のお申込み

採用説明会、採用試験は定期的に実施しております。
また、施設見学も随時受け付けております。

採用エントリー

あ
な
た
の
エ
ン
ト
リ
ー
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

’24採用（新卒・キャリア採用）【保育士・介護職員・生活支援員・児童指導員、他】　      です。募集中


